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大型連休も終わるや否や、発掘調査は次々と始まり、本格的な調査シーズンに入りまし
た。今月号は6月末までに終了した調査と、現在行っています発掘調査について報告しま
す。

☆調離了

腿1．寺中遺跡の調査
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ツトや土坑、中世の溝を検出しました。特に

弥生時代の遺構の密度はこれまでの調査の中

でも群を抜いています．

へきぎよ

出土遺物は多量の土器のほか、碧玉やサヌ

は くへん

カイトの剥片が若干みられ、集落内での玉つ

くりや石器製作をわずかながら示唆していま

'す。
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中世の溝は、出土した信楽焼播鉢から14 m

世紀代の時期とみられ、近接する矢島御所や

|矢 の関連道
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2．二町鏡遺跡（第17次）の調査

物部小学校の東隅に隣接する水田地で、宅地造成工事に伴う発掘調査を実施しました。

約200mを対象にした調査からは、2間×3間以上の掘立柱建物1棟(SB-1)と浅い落ち

込み(SK-1)を検出しました。掘立柱建物の柱穴からは、土師器片が出土していて、平安

,時代後期の建物と思われます。SK-1は遺物が出土しなかったため、時期や性格は不明で

す 。（伴野
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3．八ノ坪遺跡の調査

播磨田町字寺ノ内において、個人住宅建築に先立つ調査を実施しました。調査地の周囲

では、宅地造成の際に進入道路部分を調査しており、室町時代の集落跡が見つかっていま

す。（乙貞第109号に掲載）

今回の調査では、地表面より約60cm下で、幅約3m、深さ約l.lmの溝を検出し、溝

底から木を組み合わせた構造物が見つかりました。この構造物は、幅10cm～25cm前後

の角材3本（転用材）を横位置に寝かし、その上に3枚の薄い板材（長さ約3m)を敷き

並べていました。周囲に竹杭が数箇所打ち込まれており、構造物が溝の中で動かないよう

固定されていました。溝底には砂や粘土が堆積し、水が流れていたと推定されるため、こ

もくひ

の構造物は､水路の水を目的の場所に導くために設けられた「木樋」の可能性があります。

築造時期は出土した土器から室町時代（14世紀代）のものと考えられます。（川畑）
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4．堂ノ北原遺跡（第5次）の調査

5月中頃より、吉身小学校の南側で、宅

地造成に先立つ調査を実施しました。この

隣地では、昨年の7月に調査を実施してお

り、古墳時代の玉つくりに関係する竪穴住

居、平安時代中頃の掘立柱建物跡が見つか

っています。（乙貞第118号）

今回は道路部分のうち、約300㎡を調査

大勝として実施しました。遺構は東西方向

および南北方向に走る溝や､ピットを検出
しました。

東西の溝は2条が平行に走り、南北の溝

を切っていました。深さは10cm～30cm程

度で、灰色砂質土で埋まっていました。遺

物は少なく、土師器の皿や信楽焼の播鉢が

出土しています。南北の溝は、北寄りで西

側に延びていくようです。大きさは幅が約

4.5m，深さ50cmで、埋土から土師器や｜

須恵器が出土したことから、古墳時代後期I
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頃と思われます。（畑本） 堂ﾉ北原遺跡遺構平面図

汁繊喰

5．石田三宅遺跡の調査

5月から石田町地先において、配水池および管理棟の建設工事に先立ち発掘調査を進め

ています。これまで古墳時代の溝と平安時代の溝、旧河道などがみつかっています。平成

10年度に南側隣接地において、道路建設に伴う調査でもほぼ同時期とみられる溝が見つ

かっており、今回検出して溝はその延長部にあたるものと考えられます｡古墳時代の溝は、
せき

東西方向に真っ直ぐ延びるもので、一部に小規模ながら矢板が打ち込まれた堰が確認され

ました。おそらく水路跡ではないかと考えられます。（小島）

岬

6．下長遺跡（第19次）の調査

6月中旬から遺跡の北端にあたる場所で、宅地造成に先立つ調査を開始しました。約

400㎡の調査範囲からは、掘立柱建物跡、土坑などを検出しました。掘立柱建物は4棟前

後あり、うち1棟には区画溝が伴っています。大きさは4問×4間､2間×2間などが考

えられます。柱穴から土師器のⅡ、黒色土器椀、白磁碗などが出土しており、およそ12

世紀末から13世紀代の時期と思われます｡。（畑本）．

7．古高・経田遺跡の調査

3年目となる古高・経田遺跡の調査は、5月より開始しました。昨年度から引き続いて
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第二工区のT－5、T－6の調査を進めており、このうち、T－5の西端から深さ約3m

を測る縄文時代の旧河道を検出しました。旧河道には腐食土が何層にも堆積していて、土

器のほかケヤキの大木、ヌルデ、カシ、イヌガヤなどの木や葉、たくさんのトチ、クルミ、

クリなどの実が見つかりました。また、溝

底の喋層からは、後期の土器や石器、サヌ

カイト片が出土しています。ケヤキは直径

が最大でl.lm，検出した長さは9m以上

もあり加工痕が見当たらないことから、何

らかの要因で自然に旧河道に倒れ、埋まっ

たものと思われます。木の根っこは県内で

も例がありますが、木の幹が出土したこと

は珍しいことです。

旧河道は、上層の黒褐色土に弥生時代の

土器が出土していることから、縄文時代後

半から弥生時代までに、ゆっくりと堆積し

ていたと考えられます。

そのほか、T－6の上層では、現状の地

割に沿った数条の溝とピットが見つかって

います。遺物は土師器が少量出土している

だけですが、古墳時代以降の耕作溝のよう
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古高｡経田遺跡調査区位置図
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なものと思われます。現在はさらに下層の調査を行っているところですが、縄文の遺構は
見つかっていません。

これから夏にかけて第二工区の残り、東部分に入っていきます（森山） ！
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8．金森東遺跡（第31次）の調査

3月調査を終了した地点の隣を調査しています。そのとき見つかった旧河道の反対側の

川岸が検出され、川が途中で二股に分かれていたことがわかりました。川の肩の際には溝
が掘られており、古墳時代の土器が出土しています。前回調査区の川の肩の際で見つかっ

た井戸からは、弥生時代後期の土器が出土しており、川は弥生時代後期には井戸の高さま
で埋まり、古墳時代には今回調査区の溝の高さまで埋まって、長い時間をかけて徐々に埋

没していったことが考えられます。

旧河道以外にも弥生時代から鎌倉時代にかけての溝やピット、井戸が多数見つかってい
そうしよくつきずえき

ます。なかでも古墳時代後期の井戸の底からは、装飾付須恵器の子器である小壷が見つ

鴬麓鷲雪駕謹室識見繊照更喜願書鰯｜
ほどもあります。

今回出土した小壷は、高さ5.8cm，幅4.2cmと可愛らしいもので、小壷の底の外面には

指で押さえた痕が、内面には棒状の工具のようなもので押さえた痕が顕著に残っており、

親鴬蕪墨隠蔑患蚤出土医ておい古墳の菱蹴に用い畠’
あのう

れたと考えられています。滋賀県でも大津市大通寺3号墳や穴太古墳群から出土していま

す。守山市内からは吉身北遺跡の竪穴住居から出土しており、珍しい例です。金森東遺跡

でも小壷だけが、親器から故意に割られたかどうかわかりませんが、古墳ではなく、井戸

の底から出土している例は少なく、井戸で何らかの察沌が行われたものと考えられます。
3月から継続して調査を行っている第Ⅲ工区も7月には終了の予定です。次回の乙貞で

は、第Ⅲ工区のまとめをしたいと思います。（大岡）
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金森東遺跡出土小壷
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小壷出土遺構平面図｡断面図
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【後記】6月といえば、いつも暑い暑いと言う時期と思っていましたが、今年の梅雨寒

はより肌寒くて、現場でも長袖を欠くことができませんでした。おかげさまで風邪をひい

てしまいましたが、中世の良好な建物にあたり、元気良く調査に励んでいます。Ha
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